
3 観峰館所蔵朝鮮古碑拓本について

観
峰
館
は
、
中
国
書
法
文
化
を
伝
え
る
資
料
を
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の

中
、
法
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
、
本
紀
要
「
収
蔵
品
目
録
」
に
て
、
調
査
研

究
成
果
の
公
表
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
従
来
未
紹
介
で
あ
っ

た
、
三
国
時
代
よ
り
朝
鮮
王
朝
時
代
ま
で
の
朝
鮮
古
拓
本
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
館
所
蔵
の
朝
鮮
古
碑
拓
本
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
冬
に
所
蔵

が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
現
在
、
六
十
三
種
に

及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
拓
本
の
確
か
な
経
歴
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
拓
本
は
一
種
類
ず
つ
紙
封
筒
【
図
版
１
】
に
丁
寧
に
封
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
封
さ
れ
る
付
属
文
書
等
に
は
、「
朝
鮮
総
督
府
逓
信
局
」

の
便
箋
【
図
版
２
】
や
、
原
稿
用
紙
【
図
版
３
】
が
使
用
さ
れ
る
他
、
数
種
類

の
手
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
拓
本
は
、
か
つ
て
朝
鮮

総
督
府
に
在
職
し
た
官
僚
・
松
島
惇
氏
の
旧
蔵
と
判
明
し
た
。

松
島
氏
は
、
大
正
後
期
よ
り
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
京
城
や
釜
山
に
て
逓
信

局
副
事
務
官
、
貯
金
管
理
局
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
（
１
）。
松
島
氏
が
用
い
た
便

箋
に
「
逓
信
局
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
職
務
の

傍
ら
で
、
朝
鮮
半
島
の
貨
幣
や
古
代
の
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
、
黒
井

治
徳
氏
（
２
）と

の
共
著
を
含
む
、
論
文
六
編
、
さ
ら
に
、「
広
開
土
王
碑
」
永
楽
六

年
丙
申
条
の
碑
文
を
考
察
し
た
単
著
四
編
を
、
朝
鮮
総
督
府
刊
行
の
雑
誌
『
朝

鮮
』
や
『
考
古
学
雑
誌
』
に
発
表
し
て
い
る
。

「
華
厳
経
刻
石
拓
本
」（
朝
拓
―
０
１
１
）
に
は
、
松
島
氏
の
自
筆
釈
文
が
多

く
付
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
拓
本
及
び
釈
文
は
、
黒
井
氏
と
の
共
著
「
朝
鮮

智
異
山
華
嚴
寺
蔵
の
経
石
に
就
て
」（『
考
古
学
雑
誌
』
一
〇
巻
四
号
、
一
九
一

九
年
）
に
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
黒
井
氏
よ
り
松
島

氏
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
【
図
版
４
】
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
書
簡
は
、
朝
鮮
総

督
府
博
物
館
の
所
蔵
品
管
理
の
状
況
が
生
々
し
く
語
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
朝

鮮
半
島
の
文
化
財
に
拘
わ
る
人
び
と
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

前
川
公
秀
氏
の
研
究
（
３
）に
よ
る
と
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十
一
月
に
設
置

さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
、
総
督
府
が
朝
鮮
半
島
で
行
っ
た
古
蹟
調
査
で

発
掘
さ
れ
て
出
土
さ
れ
た
遺
物
が
主
要
な
収
蔵
品
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

文
化
財
の
価
値
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
充
分
で
は
な
い
保

存
環
境
で
あ
っ
た
た
め
、
盗
難
の
被
害
も
あ
っ
た
と
い
う
。
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
六
月
に
は
、
発
掘
出
土
品
が
窃
取
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て

い
る
。

先
の
松
島
氏
宛
の
黒
井
氏
か
ら
の
書
簡
は
、
外
部
か
ら
の
盗
難
を
示
唆
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
総
督
府
博
物
館
の
管
理
状
況
の
危
惧
を
述
べ
て
い
る
点
で

変
わ
り
は
な
い
。
松
島
氏
が
、
朝
鮮
半
島
に
あ
る
古
碑
の
拓
本
を
蒐
集
し
た
経

緯
に
は
、
自
身
の
研
究
目
的
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
の
文
化
財
を
守
る
と
い
う
意

識
が
強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

観
峰
館
所
蔵
朝
鮮
古
碑
拓
本
に
つ
い
て

寺
　
前
　
公
　
基
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拓
本
の
蒐
集
方
法
は
、
多
く
は
採
拓
を
依
頼
し
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
孝

子
孫
時
揚
旌
閭
碑
」（
朝
拓
―
０
３
４
）
に
付
属
す
る
書
簡
に
は
、
鍾
銘
四
枚
、

飛
天
像
四
枚
と
合
わ
せ
て
九
枚
を
四
円
五
十
銭
で
購
入
し
た
と
あ
る
。

ま
た
所
蔵
品
の
中
に
は
、「
葛
頂
寺
三
層
石
塔
記
」（
朝
拓
―
０
１
０
）
や
「
真

鏡
大
師
宝
月
凌
雲
塔
碑
銘
」（
朝
拓
―
０
２
１
）
等
の
拓
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
時
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
館

庭
に
移
設
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
４
）。

松
島
氏
が
こ
れ
ら
の
拓
本
が
蒐
集
で
き

た
こ
と
は
、
総
督
府
関
係
者
で
あ
る
所
縁
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
観
峰
館
所
蔵
朝
鮮
古
碑
拓
本
の
調
査
は
、
所
蔵
確
認
の
翌
年
の
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
月
、「
広
開
土
王
碑
模
刻
本
」（
朝
拓
―
０
０
１
）

の
調
査
を
、
武
田
幸
男
氏
に
依
頼
し
た
こ
と
よ
り
始
ま
る
。
そ
の
成
果
は
、
武

田
氏
の
論
考
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
５
）。

残
る
六
十
二
種
の
拓
本
の
調
査
は
、
朝
鮮
古
代
史
の
研
究
者
で
あ
る
田
中
俊

明
氏
に
調
査
を
依
頼
し
、
二
〇
一
九
年
よ
り
各
拓
本
の
調
査
を
開
始
し
た
。
併

せ
て
、
作
品
の
撮
影
や
、
一
部
拓
本
の
補
修
も
行
っ
た
。
拓
本
は
い
ず
れ
も
「
捲

り
」
の
状
態
で
あ
り
、
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
こ
の
こ
と
が
当
時
の
採

拓
状
況
を
示
唆
す
る
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
。

今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
田
中
氏
に
よ
る
朝
鮮
古
碑
拓
本
の
解
説

は
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）『
旧
植
民
地
人
事
総
覧
』
朝
鮮
編
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
昭
和

四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
時
は
京
城
貯
金
管
理
所
所
長
と
し
て
、
同
年
八
月
時
は
、

釜
山
郵
便
局
逓
信
副
事
務
官
と
し
て
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
正

六
勲
五　

松
島
惇
」
と
あ
る
。

（
２
）
黒
井
治
徳
氏
の
経
歴
は
、
不
詳
で
あ
る
。『
考
古
学
雑
誌
』
目
録
に
は
、「
黒
井
恕
堂
」 

と
い
う
名
前
が
見
え
る
（「
朝
鮮
古
代
の
言
語
と
梵
語
と
の
関
係
に
就
て
」
一
三

巻
―
八
号
な
ど
）。
黒
井
恕
堂
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
三
月
十
四
日
、

正
岡
子
規
の
邸
宅
「
子
規
庵
」
に
て
、
後
に
「
根
岸
短
歌
会
」
と
呼
ば
れ
る
歌
会

が
開
催
さ
れ
、
子
規
、
香
取
秀
真
、
木
村
芳
雨
等
、
六
名
の
中
に
そ
の
名
が
あ
る
（
貞

光
威
「
伊
藤
佐
千
夫
人
脈
考
（
上
）」『
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
国
語
国
文
学
』
四
、

一
九
八
五
年
、
三
十
三
頁
）。
但
し
、
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
、
不
詳
で
あ
る
。

（
３
）
前
川
公
秀
『
博
物
館
の
近
代
―
朝
鮮
総
督
府
の
時
代
―
』（
雄
山
閣
、
二
〇
二
二
年
）

第
五
章
「
小
千
総
督
府
博
物
館
」
参
照
。

（
４
）
註
（
三
）
前
川
著
書
一
四
八
頁
参
照
。

（
５
）
武
田
幸
男
「
広
開
土
王
碑
模
刻
本
「
観
峰
館
本
」
の
研
究
」（『
観
峰
館
開
館
二
〇

周
年
記
念
論
文
集
』、
二
〇
一
五
年
）。
同
論
文
集
に
は
、
西
谷
正
「
真
興
王
拓
境

碑
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
『
朝
鮮
考
古
学
研
究
』
海
鳥
社
、
二
〇
二
二
年
、
第
六
章
第

十
二
節
に
再
録
）
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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【図版４】黒井治徳氏書簡（松島氏宛）

【図版２】松島氏自筆メモ①
（朝鮮総督府逓信官署便箋）

【図版３】松島氏自筆メモ②
（松島原稿用紙使用）

【図版１】拓本封筒
（龍岡秥蝉祈山碑銘）


